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　西日本最大級のお祭りのような賑や
かな宝飾展として知られる「いちごジュ
エリーフェスティバル2024」が10月19
日～21日の3日間、大阪・難波にあるス
カイオで開催され、売上の良かった昨
年を大きく上回る結果を記録した。
　秋のいちごは34回目を迎えた。初日か
らチラシの商品を求める来場者で会場
は一杯となり、一時は列に並ぶほど盛況
で、商談テーブルも足りなくなっていた。
　初日が盛況すぎ、心配された2日目
はスロースタートとなったが、午後から

は商談テーブル
がすべて埋まる
ほどいちごらし
い賑やかな商
談が続いた。さらに集客に奮闘し、熱
心に接客した小売店の底力によって来
場者数も昨年を超えた。いちごに向け
多くの商品を準備したメーカーの努力
も光った。
　そんな勢いで2日目には予算を突破
し、迎えた平日の最終日3日目は、驚く
ほどの来場者があった上に、買い上げ

率も高く、売上に貢
献。最終的な実績
を大きく伸ばすこととなった。
　井本雅仁社長は「小売店様とメー
カー様とともに創り上げることができま
した。有難うございました。来場者数も
買い上げ率も昨年を超えました。今回
は株価の高いレベルでの乱降下や新

円の切り替えの影響も
あり、テーマを富裕層に
向けた資産価値の高い
商品を強化しました。前
回に引き続きカラーダイ
ヤ、希少性の高いカラー
ストーンが人気で、買い
上げ単価を維持するこ
とができました。集客か
ら決定まで多大なご尽
力をいただいた小売店
様には大変感謝してお

ります。さらに進化した今以上に魅力の
ある“いちご”を創り上げるべく、今後も
皆様のために精一杯取り組んでいきま
す」とコメントしている。
　次回の開催は、2025年4月12日～
14日に、同場所で予定している。

　【日本宝飾記
者会共同】日本
ジュエリー協会
（JJA）は、10月
16日、山梨・甲
府の古名屋ホテ
ルで理事会を開
き、終了後「甲府
懇親会」を開催
した。JJA関係者
20人と山梨県ジュエリー
協会（YJA）13人に加え、
地元の来賓も招致して親
睦を深めた。 
　司会のJJA田中由美理
事の開会宣言でスタート。
　JJA長堀慶太会長は、「2
年ぶりに、来賓をお招きし
懇親会ができることに感謝
申し上げる。先ほどの理事

会では、ジュエリー業界の今後につい
て多くの議論を行った。山梨のジュエ

リー産業
は、日本国
内において
特に重要
な位置を
占めてお
り、JJAとし
ても山梨と
の連携が
業界の活

性化に不可欠であると考えている。
本日の懇親会は、そうした連携をさ
らに深めるための有意義な機会だ
と思っている」と述べた。
　また、2028年に日本で開催予
定の技能五輪国際大会について
も触れ、貴金属装身具部門を盛り
上げるため、協会として全力で支
援する意向を表明。特に山梨には
優れた職人が多いことから、こうした機
会を通じて、さらに地元のジュエリー産
業が活性化することに期待していると

付け加えた。
　続いて、YJA柳本力理事長が登壇し、
YJAが昨年、若手メンバーを中心とした
プロジェクトチームを立ち上げ、中長期
的なビジョンを策定したことを報告し、
職人の減少問題に取り組んでいる現状
についても言及した。あらに、2025年4
月9日から11日に開催予定の「山梨ジュ
エリーフェア2025」に向けて、JJA会員
や関係者に協力を呼びかけた。

　その後、来賓として招かれた衆議院
議員ジュエリー議員連盟永井学幹事、
同中谷真一幹事（代理）、同堀内詔子

幹事長代理（代理）、山梨県大久保雅
直副知事がそれぞれ挨拶を行い、ジュ
エリー業界の未来に期待を込めた。
　乾杯の音頭は甲府市樋口雄一市長
が務め、「甲府でこのように盛大な懇親
会が開催されることを心から喜び、甲
府市長として感謝申し上げる。2年に1
度と言わず、何度も開催していただける
ことを願っている。今後も甲府市として
ジュエリー業界の振興に尽力してまい
るので、JJAの皆様方には引き続きご
指導とご支援をお願い申し上げる」と
述べ、乾杯を唱和した。

　ニューヨークの裁判所が、ファッショ
ンコングロマリットのタペストリーとカ
プリ・ホールディングスの合併計画を阻
止した。この合併計画は「アメリカの
LVMH」の創設と言われており、裁判
所はこの合併が「手ごろな価格帯の高
級品」分野での競争を減らすことにな
ると指摘した。
　コーチ、ケイト・スペード、スチュアー
ト・ワイツマンなどのブランドを所有す
るタペストリーは、2023年8月に、ヴェ
ルサーチ、ジミー・チュウ、マイケル・
コースを所有するライバル企業である
カプリ・ホールディングスを85億ドルで

買収することに合意していた。
　しかし、米国連邦取引委員会（FTC）
は、この合併によりタペストリーが手ご
ろな価格帯の高級品、特にハンドバッ
グの分野で支配的な地位を獲得する
ことになるとして、合併を阻止するため
の訴訟を起こした。
　「この合併は、価格、割引、プロモー
ション、イノベーション、デザイン、マーケ
ティング、広告など、タペストリーとカプ
リ・ホールディングスの直接競争のメリッ
トを何百万もの米国消費者から奪う恐
れがある。」とFTCは説明した。「この取
引は、両社が従業員獲得のために競争

する動機も失わせる恐れがあり、従業員
の賃金や職場の福利厚生に悪影響を
及ぼす可能性がある。」とも指摘した。
　この合併を一時的に差し止める169
ページの判決で、ジェニファー・L・ロ
ション米連邦地方裁判所判事は「独占
禁止法がファッション分野に入ってい
る」と指摘した。同判事は、「合併当事
者は近い競争相手であるため、この取
引案は直接競争の喪失をもたらし、消
費者に損害を与える可能性がある」と
結論付けた。
＊この続きは
W&Jオンライン
で（watch-jew-
elry-onl ine.
com）確認を

　日本のジュエリー市場の活性化に
向け、シンポジウムや勉強会、ウェ
ビナー、宝石検定事業などを展開
している一般社団法人日本宝石協
会（JGS。堀内信之理事長）による
勉強会が、10月18日、東京・東上
野のオーラムで開催され、満席と
なっていた。

　今回のテーマは「パライバ
トルマリン　定義・歴史・産地
鑑別に踏み込みましょう」。講

師は、㈱中央宝石研究所リサー
チ室部長の北脇裕士氏。
　今や不動の人気のパライバト
ルマリンの美しさの秘密や産地
別特徴を北脇氏がアップデートし
てくれるとあって多くの人から高
い評価を得ている。また、北脇氏
の渾身のレクチャーと標本石を

手に取れる内容は、JGSの勉強ならで
はで、業界にとって至宝の時間と言え
るだろう。
　北脇氏はパライバトルマリンの3大
産地のブラジル・ナイジェリア・モザン
ビークの標本石を20石用意し、パライ
バトルマリンへの愛が深まる白熱の内
容となった。

　日本を支えるものづくりを営む中
小企業とビジネスをつなぐオール

ジャンルの総合商談展示会。全
国から約500社が補助事業の
成果を展示する。専門家による

マッチングの無料相談ｙセミナーも実
施される。

　一般社団法人東京ダイヤモンド
エクスチェンジ（TDE。岩崎道夫理
事長）が、定期的に開催している
勉強会の11月7日のテーマは、「最
新：ダイヤモンドエンゲージリング
購入・非購入実態把握調査」。
　講師は、32年間デビアスグルー
プのマーケティング活動を経験に、
マーケティングコンサルタント、ブラ
ンド・HRコーディネーターの大畠
勝彦氏。会場は、東京・東上野の
オーラムビル。会費は1,000円（昼

食込みの講演会費）。時間は11時45分
～13時まで。希望者はTDE事務局まで
問い合わせを（TEL:03-3831-6775）。
なお、新規会員募集中。

　世界のダイヤモンド業界
（以下、業界）は、今年の年末
商戦に向けて、天然ダイヤモ
ンドのプロモーションに務め
ている。
　第4四半期の初めに市場の
センチメントが著しく弱まって
おり、業界は小売レベルでダ
イヤモンドジュエリーの需要
を高める必要性を強く感じて
いるからだ。業界は、大幅な落
ち込みが見られる流通チェー
ン以外の部分での消費を刺
激することに期待している。
　主に米国市場での天然ダ
イヤモンド需要は、ラボグロ
ウンダイヤモンドに市場シェ
アを奪われ、また中国の景気
減速や生活費の上昇により
消費者の慎重さによる逆風
にも直面している。
　業界は米国のホリデーシーズンに向
けてマーケティング活動を強化した。デ
ビアスが国最大のジュエリー小売企業、
シグネットジュエラーズと協力して、天然
ダイヤモンドのプロモーションに取り組
んでいる。特筆すべきは、シグネットの2
万人の販売員に対する天然ダイヤモン
ドのトレーニングが含まれている点だ。
　一方、ナチュラルダイヤモンド・カウ
ンシル（NDC）は、「Re a l . R a r e 
Responsible（本物、希少、責任）」
キャンペーンを複数の小売業者と提携
し、プロモーションしている。
　市場の厳しい状況を考えると、これ
らのキャンペーンは複数の方面からの
期待を背負っている。
　それは市場の改善は容易ではない
からだ。過去2年間の業界の損失から
立ち直り業界が再び存続するには、需
要を大幅に増加させる必要がある。そ
うでなければ、ダイヤモンドが過去10
年間で大幅に失った価値は、下降線を
辿り続けることが懸念されている。
　デビアス、NDC、そして提携小売店
によるマーケティング活動は市場の
様々なセグメントでメッセージを一致

させている。またラボグロウン
ダイヤモンドが消費者の意識
に定着したのは店頭であった
と考えると、この天然ダイヤモ
ンドのマーケティング活動を
小売業に焦点を当てることが
重要な意味を持つと結論付
けている。
　しかし、メッセージを本当に
効果的にするには、積極的な
アプローチをホリデーシーズ
ンを超えて継続する必要があ
る。業界と消費者の関わりは、
継続的かつ絶え間なく続くも
のでなければならないのだ。
　ダイヤモンド業界はホリ
デーシーズンを前にマーケ
ティング活動を拡大。デビアス
とNDCは、天然ダイヤモンドの
長所を広めるため、様々な宝
石小売業者とコラボ。以前の

キャンペーンには欠けていた重要な展
開を見せており、ダイヤモンドの旅の最
も重要な過程となる店頭販売時点で、
業界のメッセージを一致させている。
　天然ダイヤモンド業界は手頃な価格
の製品にメッセージを偏らせることに
よってラボグロウンダイヤモンドに市場
シェアを奪われた。ラボグロウンダイヤ
モンドは予算を重視する顧客には売り
やすく、また宝石小売業者にとっては
無視できない利益をもたらした。
　需要の急減に直面した鉱山会社、
少なくともデビアスは行動を起こし、自
社製品の長所を積極的に売り込まな
ければならないことを認識した。また、
それを自分たちだけではできないこと
も認めている。
　大手の宝石小売業者は再び天然ダ
イヤモンドに注力しており、協力的な
パートナーとなった。ラボグロウンダイ
ヤモンドの卸売価格が大幅に下落し、
長期的には小売価格が下がると予想
している可能性もある。結局のところ天
然ダイヤモンドが価値を維持し、収入
額の維持に頼ることは宝石小売店に
とって重要だろう。
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標本を手にしながら学べた
JGSならではの勉強会は人気

■ものづくり補助事業展示商談会
　「中小企業新ものづくり。新サービス展」
　12月4日～6日、東京ビッグサイト
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